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節分に考える「鬼滅の刃」
白糸小学校 校長 山口佳之

私が白糸に赴任して２年になりますが、それ以前から節分の時期になると、「富士宮には、豆をまか

ないところ（村）がある。」という話をたびたび耳にしていました。それが、白糸の内野地区だという

ことを知ったのは白糸小に来てからでした。

2020年は、新型コロナウイルスで世の中の人たちは大変な思いをしました。相次ぐ自粛や行動制限で

経済活動が回らず、生活が苦しくなった人もたくさんいます。しかし、その逆風の中で好調に売れたの

は「鬼滅の刃」という漫画（アニメ）関連のものでした。希望を見失った世の中で、唯一の明るい光に

も思えました。私も、その魅力を知りたくて漫画もアニメも映画もすべて見てしまいました。すごく簡

単に言えば大正時代の鬼退治のお話です。しかし、その鬼たちはもともと人間で

あって、彼らには鬼になってしまったそれぞれのドラマがあります。退治される

間際に人間の心を取り戻し、鬼自身が自分の人生を後悔するところに切なさを感

じます。さて、世は「鬼滅」ブームです。白糸もあやかって「鬼滅の村」をプロ

デュースしてはどうか、総合的な学習の時間で探究してはどうかと思い立ち、真

面目に先生方に提案したのは11月ころでした。

今回は、富士宮市が発行している「富士宮の昔話と伝説」（富士宮昔話のつど

い実行委員会）から、「鬼のいない村」という昔話を紹介します。こういうお話

を地域の宝としていつまでも大切にしていきたいものです。

昔、富士山の西の麓の岩穴に鬼が住んでいました。鬼は、夜になると白糸の滝近くの村里に出てきて、女

や子どもをさらっていったり、盗みや野荒らしをしたりして、人々に恐れられていました。

そのころ、白糸の滝の近くの村に、冶兵衛（じへえ）さんというたいそう腕の立つ猟師が住んでいました。

ある年の冬のこと、冶兵衛さんは、天子ヶ岳に猟に行った帰りに、内野村の寄合に立ち寄り、夜遅く村に帰っ

てきました。冶兵衛さんが村の入り口の橋にさしかかると、向こうの闇の中に大男が立っていました。冶兵衛

さんが「だれだ！」と叫びましたが返事がありません。よく見るとそれは村の人々に恐れられている鬼でし

た。冶兵衛さんは、勇気を出して鉄砲を構えると、火縄の用意をしました。鬼は今にも襲いかかろうとしまし

た。冶兵衛さんは、夢中で鬼をめがけて引き金を引きました。ズドーンと大きな音がして、弾は鬼のおなかに

当たりました。ウォーと鬼はうなり声をあげ、ドシンと大きな音がして倒れました。それを見ると、冶兵衛さん

は、後も見ずに家に帰り、しっかり戸締まりをして布団を被って夜の明けるのを待ちました。

鬼は起き上がると、撃たれたおなかの傷を押さえて岩穴の方へ帰っていきました。鬼は、途中のお寺へ寄

ると、入り口の戸をドンドンとたたいて、和尚さんを起こし、おなかの傷を和尚さんに見せ、手真似で薬をくれ

と頼みました。和尚さんは、こんな鬼を生かしておいては村のためにならないと思い、「よしよし、ちょっと待

っていなさい。」というと奥に入っていきました。

しばらくして、和尚さんは火薬と火打ち石を持ってきました。「これはな、大変よい薬だから、住みかへ帰

り、傷口に詰め、この火打ち石で火をつけて温めればすぐ治るぞ。」と教えました。

岩穴に帰った鬼は、和尚さんに言われたとおり、傷口いっぱいに火薬を詰め、「これで治るぞ」と火打ち石

で火をつけたからたまりません。ドカンと大きな音を立てて爆発し、鬼はばらばらになって吹っ飛んでしまい

ました。

それから後、この村では鬼がいなくなったので、節分に豆まきをしなくなったということです。また、冶兵

衛さんが鬼に出会った橋を鬼橋といい、鬼の足跡が残されていたところを足形と呼んでいます。

今年の節分は、124年ぶりの２月２日だそうです。新型コロナという鬼を追い払いたいです。
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今年は無病息災
の願いを込めて、
まゆ玉作りを行い
ました。上新粉で
ねった生地をまゆ
の形、星やハート
など思い思いの形

にして楽しみながら作りました。作ったま
ゆ玉は、全教室に飾りました。

今回の避難訓練は、
子供たちには知らせず、
休み時間に地震が発生
した場合を想定して行
いました。自分の命を
守るにはどうしたらい
いか、自分で考えて行

動するための訓練です。教員がいない所で
も困っている低学年の子を助けたり、お手
本を見せたりできた高学年の姿が頼もしか
ったです。

これまで芝川ノリの
学習を進めてきた４年
生が、学習のまとめと
して、芝川ノリを板の
りにする工程を笠井さ
んに実演していただき、
教わるとともに、５年

生の育てた白糸コシヒカリと一緒に芝川ノリの
試食をしました。普段食べているのりとは違う
香りや味を楽しみました。

２月の行事予定
１（月）集会 発育測定

２（火）椎茸植菌5年 牛乳パック回収

PTA役員会19:00

３（水）牛乳パック回収 ＡＬＴ来校
９（火）授業参観

⑤4年以外⑥4年二分の一成人式

学校評議員会 ノーメディアデー

10（水）入学説明会13:15

11（木）建国記念日

12（金）基礎勉強タイム③④

13（土）前日古紙回収

14（日）PTA古紙回収 予備日…21（日）

22（月）委員会交代式

23（火）天皇誕生日 富士山の日

24（水）6年生ありがとうの会⑤

25（木）お話の会 ひばり号

26（金）委員会活動（4･5年）

３月の行事予定
１（月）集会 発育測定

２（火）卒業式式場作り

４（木）～８（水）普4日課 家庭学習の日

９（火）普5日課 家庭学習の日

白糸学力テスト

ＰＴＡ新旧三役委員長会

11（木）ひばり号

12（金）普4日課 保護者懇談会

13:30低 14:20中 15:10高

15（月）卒業式全体練習

18（木）修了式 卒業式準備 給食終了

19（金）卒業式 9:00受付 (5・6年)

見送り式10:50(１～４年)

6年生が計画する最
後の縦割り活動でした。
今年は回数が少なくな
ってしまいましたが、
毎回6年生が遊びを考
え運営してくれました。
低学年の子供たちもみ

んなが楽しく活動できていました。次回か
らは、5年生へバトンタッチです。

今年は北部地区小中学校６校をリモートでつないで、総合学習の
交流の場を持ちました。白糸小の代表として４年生が、「幻の芝川ノ

リの復活をめざして」をテーマに発表しま
した。これまで学んできたことの成果をプ
レゼンテーションにまとめ、劇なども入れ
てわかりやすく伝えていました。他校の子
供たちからの質問に、実物を見せながらわ
かりやすく答えたり、「芝川ノリを食べてみたい」と感想をも
らったり、活発な意見交換ができました。３・５・６年生の
子供たちも、各学校の発表について感想を伝えたり、質問し
たりと積極的に参加していました。


